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研究開発の重点分野について

 第205回国会における岸田内閣総理大臣所信表明演説において、「デジタル、グリー
ン、人工知能、量子、バイオ、宇宙」の研究開発に大胆な投資を行っていく旨表明。

 これら重点分野については、政府戦略を策定して、各研究機関が連携しつつ、研究開
発を推進しているところ。

「デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ、宇宙など先端科学技術の研究開発に大胆な投資を行い
ます。」
「新型コロナの中にあってもなお、デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ、宇宙、新しい時代の種が
芽吹き始めています。」

第205回国会における岸田内閣総理大臣所信表明演説（令和3年10月8日）【抜粋】

関連する戦略等
デジタル 「半導体・デジタル産業戦略」（令和３年６月経済産業省）

「量子技術イノベーション戦略」（令和２年１月21日統合イノベーション戦略会議）
グリーン 「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（令和３年６月18日内閣官房、経済産業省、内閣府、

金融庁、総務省、外務省、文部科学省、農林水産省、国土交通省、環境省）
人工知能 「ＡＩ戦略 2021 ～人・産業・地域全てにAI」（令和３年６月11日統合イノベーション戦略推進会議決定）
バイオ 「バイオ戦略 2020」（令和３年１月19日統合イノベーション戦略推進会議決定）
宇宙 「宇宙基本計画」（令和２年６月30日閣議決定）
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①デジタル（半導体） （2/3）

【先端ロジック半導体の製造基盤確保】
国内半導体エコシステムの中でミッシングピースである先端ロジック半導体（ハイエンド～ミドルレンジ）について、有志
国の海外ファウンドリとの合弁工場を設立するなどして、我が国産業分野（情報通信・ 自動車等）に不可欠な国
内製造基盤を確保。＜経済安全保障上の戦略的自律性の獲得＞
① 産業用ＡＩチップ；５Ｇ・自動運転・スマート工場用ＡＩチップのファウンドリ整備。
② 次世代ロジック；２０年代半ば以降のポスト５Ｇ・ＨＰＣ用次世代半導体の製造技術開発。

【既存ポートフォリオの刷新・強靱化】
① マイコン ；車載用を中心に国内製造工場の新増設でサプライチェーン多元化・強靱化。
② メモリ ；国際連携による設備投資拡大を通じて、海外勢に対する競争力強化。
③ パワー ；海外勢に伍するための国内製造基盤の共通化と、グリーン革新素材の実装加速。
④ センサー；自動運転・スマートシティ等への用途拡大や三次元実装で世界のトップを維持。
⑤ アナログ；グローバルニッチトップ分野を軸に据えながら多品種少量業界のＭ＆Ａ・事業拡大促進。

【デジタル＆グリーン投資を支える設計開発】
５Ｇ・ＡＩ・自動運転・電動車・再エネ等のデジタル＆
グリーン投資の世界的な市場拡大をチャンスに、ポスト５
Ｇ・Beyond５Ｇシステムやグリーンイノベーション等を支
える半導体設計開発を強化。

【装置・材料のチョークポイント技術強化】
世界の半導体エコシステム／サプライチェーンを支える製
造装置・材料分野について、有志国の海外ファウンドリと
の共同技術開発等を通じて、チョークポイント技術を磨き
上げ。
＜経済安全保障上の戦略的不可欠性の強化＞

 半導体の国内製造基盤強化の基本的方向性













②-2 グリーン（自動車・蓄電池関連分野）（2/3）
 研究開発から、実証実験、社会実装まで一貫した取組を行う新たなプロジェクト「自動運転レベル４等

先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）」を令和３年度から
立ち上げ。

実施内容 無人自動運転サービスの実現及び普及
・テーマ１

・テーマ４・テーマ３

・テーマ２
遠隔監視のみ(レベル4)で自動運転サービスの実現
に向けた取組

さらに、対象エリア、車両を拡大するとともに、事業性を向上
するための取組

高速道路における隊列走行を含む高性能トラックの
実用化に向けた取組

混在空間でレベル４を展開するための
インフラ協調や車車間・歩車間の連携などの取組

エ
リ
ア
・
車
両
拡
大

混
在
空
間
対
応

混在環境対応

将来像：
・ 2022年度目途に限定エリア・車両での遠隔監

視のみ(レベル4)で自動運転サービスを実現。

将来像：
・ 2025年度までに多様なエリアで、多様な車両を

用いたレベル4無人自動運転サービスを40カ所
以上実現。

将来像：
・ 2025年以降に高速道路でのレベル4自動運

転トラックやそれを活用した隊列走行を実現。

将来像：
・ 2025年頃までに協調型システムにより、様々な

地域の混在交通下において、レベル４自動運転
サービスを展開。

2021 2022 ～2022 ～2025

～2022 ～2025 ～2022 ～2025
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→ 事業実施者：国立研究開発法人産業技術総合研究所等
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⑤宇宙
 宇宙安全保障の確保、宇宙を推進力とする経済成長とイノベーションの実現などのため、宇宙活

動の自立性を支える産業・科学技術基盤を強化することが必要。

 我が国の宇宙活動の自立性を維持していくため、民生分野の優れた部品・技術を活用して人工
衛星等の低コスト化、高性能化、短納期化を実現すると共に、様々な産業における衛星データ
の利活用を促進する事業を実施。


